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グラフ②（目的別）グラフ①（性質別）

補助費等（30.5％）
75億430万円

扶助費（15.8％）
38億9,311万円

人件費(13.0％）
31億8,252万円

物件費（12.3％）
30億1,397万円

公債費（8.4％）
20億6,488万円

普通建設事業費（7.3％）
17億8,256万円

繰出金（5.4％)
13億1,860万円 土木費（6.3％）

15億3,934万円

公債費（8.4％）
20億6,488万円

衛生費（10.8％）
26億5,411万円

教育費(11.0％）
27億1,366万円

民生費（22.8％）
56億464万円

総務費（30.9％）
75億9,343万円

その他※（4.0％）
9億8,141万円

その他※（4.5％）
11億403万円

農林水産業費(2.2％）
5億3,871万円

消防費（3.1％）
7億5,247万円

投資及び出資金・貸付金（3.4％）
8億2,392万円

※積立金：７億1,878万円（2.9％）、維持
補修費：１億6,970万円（0.7％）、災害
復旧事業費：9,293万円（0.4％）

※労働費：４億6,635万円（1.9％）、商工費：３億9,177万
円（1.6％）、議会費：１億5,577万円（0.6％）、災害復旧費：
9,014万円（0.4％）

■歳出額　245億6,527万円	（前年比+43億7,405万円/+21.7%）

※１　経常的経費：継続的、固定的に支出される経費。扶助費、物件費、人件費、公債費、補助費等および維持補修費から成るもの
※２　普通建設事業費：道路、橋りょう、学校、公園など各種社会資本の新増設事業を行う際に要する経費

歳出の部（　）書きは対前年度比
　グラフ①は、歳出の性質に着目して分類したグラフです。
経常的経費※1は198億2,849万円〔構成比80.7％〕となりました。
特別定額給付金事業や新型コロナウイルス感染症の影響を
受けた菊川市保養施設「小菊荘」および菊川文化会館アエ
ルの指定管理者への利用料減収補てんなどにより、補助費
等が49億4,528万円（193.2％）の増となりました。
　普通建設事業費※2は、庁舎東館、六郷地区センターお
よび小中学校空調整備事業の完了などにより20億4,497

万円（53.4％）の減となりました。
　グラフ②は、行政の目的に着目して分類したグラフ
です。特別定額給付金事業や地方債を活用した地域振
興等基金の創設などにより、総務費が49億7,466万円
（190.0％）の増となりました。また、プレミアム付商品券
発行事業や新型コロナウイルスの影響を受けた小規模
企業者への応援給付金事業などにより、商工費が１億
3,622万円（53.3％）の増となりました。

・認定こども園施設整備補助事業	 5,634万円
・ひとり親世帯臨時特別給付金事業	 4,007万円
・小学校校舎耐震補強・大規模改造事業
　（加茂小学校・小笠南小学校）	 ４億2,698万円
・GIGAスクール構想整備事業	 ２億8,097万円

・菊川病院運営事業（一般会計繰出金）	 11億		391万円
・新型コロナウイルスワクチン
　予防接種事業	 1,558万円
・予防接種事業	 4,716万円
・文化会館整備事業	 2,127万円

・プレミアム付商品券発行事業	 １億1,754万円
・茶業振興事業	 1,163万円
・新型コロナウイルス感染症対策支援事業	5,678万円
・ため池耐震点検・工事事業	 9,440万円

・河川防災ステーション整備事業	 5,823万円
・大規模地震対策等総合支援事業	 6,460万円
・道路橋

きょうりょう
梁長寿命化事業	 ３億6,735万円

・コミュニティバス推進事業	 6,424万円
・塵
じんかい
芥収集事業	 6,301万円

・下水道整備事業（一般会計繰出金）	 ３億1,375万円

・庁内情報システム運用費	 １億3,335万円
・市民協働型庁舎東館周辺賑わい創出事業	 823万円
・自治活動推進事業	 5,105万円
・公共施設等総合管理事業	 601万円

昨年度のお金の使い道～取り組み別歳出状況～
子どもがいきいき育つまち

健康で元気に暮らせるまち

活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち

快適な環境で安心して暮らせるまち

まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち


